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[目的]

人工呼吸器使用中の合併症として人工呼吸器

関連肺炎 (VAP)の発生が注目されている。当

院集中治療部(ICU)においても、実際に VAP

により人工呼吸器離脱が困難となる症例を経験し、

院内感染症としての重要性を認識している。今

後のVAP予防策を検討するにあたり、 baseline

dataを把握する目的でrelrosp巴cllveな調査を実

施したので報告する。

{方法]

調査期間は2004年6TJ -2005年2月の9ヶ月

I~J o ICUで人工呼吸器を使!日した患者239名を

対象に VAPの発生率を調査した。 VAPの診断

には NNIS(米国CDC)院内肺炎の判定基準を

用いた。

[結果]

ICU延べ患者数2857名、人工呼吸器使用比

0.4、 VAP発生率 10.2(1000 device-daysl。発生

時期は、人工呼吸器導入4日以内の早期 VAP6

倒、 5日以降発生の晩期 VAPが7例であった。

ICU入室経路は、手術後入室がVAP群 10例、

Non-VAP群206例であった。人工呼吸器使用日

数は、 VAP群20.5:t13.2日(Mean:tSD)、Non-

VAP群4.5:t6.4日、 ICU在室日数はVAP群22.5

:t 12.4日、 Non-VAP群7.4i: 6.8日であった。 人

工呼吸器使用日数、ICU在室日数共にVAP群が

有意に長期化していた。VAP患者の疾患の内訳は、

脳神経疾患6名、心臓-大血管疾患4名、腹部

消化器疾患3名で、原疾患に呼吸器系疾患は含

まれていなかった。VAP患者の内図的な感染リ

スクはAPACHEII scoreを用いて評価した。ICU

入室時のscoreは13(min)-33(max)で、 20以下

群が6例、21-30群が3例、31以上群が4例で

あった。 VAPの起炎菌 としては、 Candida

albicans、P.aeruginosa、MRSAなどが多く 、特

に晩期VAPでは6例中5例にMRSAが検出され

ていた。VAP患者ーの治療上の共通閃子としては、

全例に経鼻胃活・のJ，n人と H2ブロッカ ー投与が

あり、人工呼吸器の条件としては PEEPの使用

が認められた 。これらは一般的に VAPの独立

した危険因子として挙げられているものと同様

の結果で、重症患者がVAPを発症している傾向

にあった。これらを踏まえて、当ICUスタッフ

に対するサーベイランス結果のフィ ードパァク

や教育を行うことが今後の対策として必要では

ないかと考えている。

[結語]

当院ICUにおける VAP発生率 10.20 NNIS 

Report(October 2004)によるとsurglcaトICUでは

VAP発生率 9.3で、当院も同程度の発生率で

あった。


